
  

  

１
．
貧
困
と
は
何
か
？ 

貧
困
と
は
何
か 

貧
困
と
は
、
貧
し
い
状
態
を
い
う
。
ま
た
、
貧
し
さ
は

物
質
的
貧
困
か
ら
精
神
的
貧
困
と
い
う
広
い
意
味
合
い
を

持
つ
。
物
質
的
貧
困
は
、
兼
好
法
師
が
徒
然
草
で
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
衣
食
住
薬
の
い
ず
れ
か
が
欠
け
た
も
の
、

事
足
り
な
い
も
の
と
定
義
し
て
も
良
い
。
現
在
で
は
そ
れ

ら
が
金
と
い
う
対
価
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
日
常
生
活
を
維

持
す
る
た
め
の
十
分
な
お
金
を
持
っ
て
い
な
い
状
態
と
い

っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
お
金
で
充
当
で
き
な
い
価

値
（
感
）
が
多
く
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
精
神
的
貧
困
で

あ
り
、
精
神
的
に
満
た
さ
れ
な
い
状
態
と
ひ
と
く
く
り
に

さ
れ
る
。 

      

 

物
質
的
、
精
神
的
貧
困
の
序
列
的
な
解
釈
は
受
け
入
れ

や
す
い
。
論
語
で
い
う
“
倉
廩
（
そ
う
り
ん
）
満
ち
て
礼

節
を
知
る
”
と
い
う
箴
言
や
、
マ
ズ
ロ
ー
の
い
う
“
五
段

階
欲
求
仮
説
”
は
、
逐
次
的
・
段
階
的
な
構
成
と
し
て
わ

か
り
や
す
い
。
こ
う
し
た
序
列
的
な
解
釈
で
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
の
は
、
”
平
和
が
繁
栄
を
生
む
“
、
と
い
う
認
識

で
あ
り
、
”
繁
栄
が
平
和
を
生
む
“
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
倉
廩
が
満
ち
て
も
社
会
的
な
安
定
し
た
状
況
が
な
い

場
合
、
倉
廩
は
略
奪
の
対
象
に
も
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で

あ
る
。 

ま
た
、
物
質
的
貧
困
、
精
神
的
貧
困
は
相
補
的
で
あ
る

と
い
う
捕
え
方
も
可
能
で
あ
る
。
“
最
大
多
数
の
最
大
幸

福
”
に
対
す
る
“
最
大
多
数
の
最
少
不
満
（
不
幸
・
リ
ス
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ク
）
”
は
い
わ
ば
ゲ
ー
ム
論
を
構
成
す
る
。 

そ
れ
ら
と
は
ま
っ
た
く
超
越
し
て
、
釈
迦
牟
尼
や
そ
の

後
継
者
た
る
帰
依
者
は
、
物
質
的
貧
困
を
乞
食
と
な
る
こ

と
で
超
越
し
、
生
老
病
死
な
ど
に
起
因
す
る
精
神
的
貧
困

（
煩
悩
）
か
ら
の
解
脱
を
は
か
っ
た
。
が
そ
の
後
、
帰
依

者
群
の
多
く
は
教
団
を
な
し
、
時
の
世
俗
権
力
と
合
体
し
、

貴
族
階
級
へ
と
変
身
す
る
か
家
元
と
な
っ
て
権
威
を
得
た
。 

貧
困
は
概
念
的
に
は
、
所
定
の
物
質
的
・
精
神
的
閾
値

に
対
す
る
過
不
足
量
と
し
て
定
義
で
き
そ
う
で
あ
る
。
国

が
定
め
る
最
低
賃
金
、
世
界
銀
行
の
い
う
と
こ
ろ
の
貧
困

ラ
イ
ン
は
便
宜
的
に
慣
用
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
国
連
の
定
め

る 
M

ille
n

n
iu

m
 

D
e
v

e
lo

p
m

e
n

t 
G

o
a

ls
（M

D
G

s

：

2
0

0
0

~
2

0
1

5

）
やS

u
s
ta

in
a

b
le

 D
e
v

e
lo

p
m

e
n

t G
o
a

ls

（S
D

G
s

：2
0

1
5

~
2

0
3

0

）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
成
す
。 

そ
れ
で
は
そ
れ
ら
の
閾
値
と
は
何
か
？
そ
の
基
本
的
な

要
件
は
生
存
の
可
否
に
関
わ
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
生
存
可
能
で
あ
れ
ば
貧
困
は
解
消
さ
れ
る
の
か
？

ま
た
、
そ
の
閾
値
は
だ
れ
が
ど
の
よ
う
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
？
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
閾
値
は
往
々
に
し
て

あ
る
条
件
下
で
の
補
償
量
で
あ
る
と
と
も
に
、
我
慢
量
で

あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

貧
困
の
対
は
富
裕
で
あ
る
。
貧
困
と
富
裕
を
所
持
金
の

格
差
と
い
う
側
面
か
ら
捕
え
れ
ば
、
格
差
は
な
ぜ
生
じ
る

の
か
？
。
そ
の
合
理
的
な
説
明
は
、“
個
人
の
達
成
度
に
応

じ
た
配
分
”
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

れ
は
あ
る
条
件
付
き
の
場
面
に
お
い
て
説
明
可
能
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
能
動
的
・
受
動

的
を
問
わ
ず
、
参
加
す
る
個
人
の
独
立
な
自
由
意
思
を
前

提
と
し
て
、
ま
さ
に
機
会
均
等
の
場
に
お
い
て
成
り
立
つ

論
理
で
あ
る
。
何
ら
か
の
社
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ソ
サ

エ
テ
ィ
を
構
成
す
る
個
人
に
、
互
い
に
独
立
で
あ
る
と
い

う
前
提
条
件
を
置
く
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
？
。
そ
し

て
何
に
し
て
も
格
差
は
差
別
を
生
む
根
源
で
あ
る
こ
と
を

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

 

所
得
格
差
に
見
る
貧
困
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実
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は
著
名
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
記
事
で
は

P
a

lm
a

 

R
a

tio
が
示
さ
れ
て
い
た
。P

a
lm

a
 
R

a
tio

は
所
得
区
分

を
十
等
分
し
、
上
位

1
0

％
の
累
計
所
得
を
下
位

4
0

%

の

累
計
所
得
で
除
し
た
指
数
で
あ
る
。G

in
i in

d
e
x

に
比
し

て
上
位
・
下
位
の
所
得
格
差
の
感
度
を
高
め
た
も
の
と
し

て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
図-

１
が2

0
0

5

～2
0

1
5

年
に
お
け

るP
a

lm
a

 R
a

tio

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
記
事
中

で
、2

0
1

5

年
上
位

1
0

%

の
平
均
所
得
（
月
・
世
帯
当
た

り
）
が

1
4

7
,3

8
8

B
D

T
 

に
対
し
、
下
位

4
0

%

の
そ
れ
は

1
0

,6
5

7
B

D
T

で
あ
り
、
そ
の
倍
率
は
何
と

1
3

.8

倍
の
格

差
が
指
摘
さ
れ
て
い
た(1

B
D

T
=

1
.3

J
P

¥
；
現
在)

。
ま
た

我
々
の
活
動
地
域
で
あ
る
農
村
地
域
の
実
態
で
は
、
所
得

は
下
位

4
0

%

の
レ
ベ
ル
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、M

D
G

s

やS
D

G
s

に
言
及
さ
れ
る
貧
困

ラ
イ
ン
以
下
に
相
当
す
る
。 

そ
れ
で
は2

0
1

5

年
のP

a
lm

a
 R

a
tio

;3
.4

5

の
意
味
す

る
と
こ
ろ
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
？
。
こ
う
し
た
場
合
、
相

対
的
に
観
察
し
て
み
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
。
端
的
に

は
日
本
と
の
比
較
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
平
成
二
七
年
国
民

生
活
基
礎
調
査
の
概
況
（
平
成
二
八
年
七
月
一
二
日
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図-2 日本における世帯別所得分布（平成  27 

年 国民生活基礎調査の概況；厚労省） 
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厚
労
省
、
政
策
統
括
官
付
参
事
官
付
世
帯
統
計
室
）
に
基

づ
く
所
得
分
布
を
示
そ
う
（
図-

２
）
。
図-

２
に
よ
れ
ば
、

世
帯
別
所
得
分
布
が
指
数
関
数
で
表
し
得
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
単
純
化
の
た
め
、
世
帯
所
得
を
指
数

関
数
で
モ
デ
ル
近
似
で
き
、
ま
た
同
様
の
モ
デ
ル
を
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
の
場
合
に
も
適
用
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

図-

２
で
のP

a
lm

a
 R

a
tio

はB
a

n
g

la
d

e
s
h

／
日
本
そ

れ
ぞ
れ3

.5

／1
.9

、
ま
た
上
位1

0
%

の
平
均
所
得
と
下
位

4
0

%

の
平
均
所
得
倍
率
は1

3
.9

／7
.8

倍
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
本
モ
デ
ル
に
お
け
るG

in
i in

d
e
x

は
、
そ
れ
ぞ
れ

0
.4

5
9

／0
.3

7
5

と
推
定
で
き
、
一
般
に
社
会
騒
乱
の
警
戒

ラ
イ
ン
は0

.4

以
上
と
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
し
て
現
地
の
友
人
か
ら
次
の
レ
ポ

ー
ト
が
送
ら
れ
て
き
た
。
ど
う
や
ら
新
聞
記
事
の
ソ
ー
ス

と
な
っ
た
レ
ポ
ー
ト
の
よ
う
で
あ
る
。 
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Average monthly household income BDT
Dhaka Other Urban Rural

Decile 1 9781 5570 5851
Decile 2 14277 8485 8368
Decile 3 16384 9976 9948
Decile 4 19220 11900 11826
Decile 5 21940 14415 14357
Decile 6 25380 16357 16293
Decile 7 35410 19287 19287
Decile 8 47381 23900 23353
Decile 9 64083 30770 31314
Decile 10 311190 75040 68391
AVG 56505 21570 20899

N=500 N=340 N=660
1.5US$ Per Capita Line 

 

表 -1 地域別所得区分（PPRC、Governance 

and Economy Survey,2015） 
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ま
ず
、
十
等
分
さ
れ
た
所
得
区
分
、
そ
れ
もD

h
a

k
a

、

そ
の
他
都
市
域
、
農
村
域
に
区
分
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
表

-

１
）
。
ま
た
図
化
し
た
も
の
を
図‐

３
に
示
す
。 

図-

３
は
、
ラ
ン
ク1

0
(

所
得
上
位
１
位
の
ラ
ン
ク
に
該

当)

で
他
の
ラ
ン
ク
に
対
す
る
格
差
が
飛
び
ぬ
け
て
大
き

い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
地
域
別
に
は
、

D
h

a
k

a
/O

th
e
r
 U

rb
a

n
/R

u
ra

l

の
格
差
の
大
き
さ
を
示

し
て
い
る
。
農
村
地
域
で
は
就
業
の
機
会
は
限
ら
れ
て
お

り
、
し
か
も
耕
作
農
地
も
小
さ
い
こ
と
か
ら
所
得
も
限
ら

れ
て
い
る
。
就
業
機
会
に
あ
り
つ
け
な
い
人
々
は
よ
り
よ

い
機
会
を
求
め
て
都
会
へ
と
移
動
す
る
構
図
で
あ
る
。
な

お
、
そ
れ
ぞ
れ
のP

a
lm

a
 R

a
tio

は5
.2

2
/2

.0
9

/1
.9

0

で

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
平
均
値
は3

.4
5

で
あ
っ
た
。

新
聞
記
事
の
裏
側
に
は
こ
の
よ
う
な
内
実
が
込
め
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、G

in
i in

d
e
x

は
、
そ
れ
ぞ

れ0
.5

2
6

/ 0
.3

6
9

/0
.3

5
4

、
ま
た
平
均
レ
ベ
ル
で
は 

0
.4

5
5

で
あ
っ
た
。
以
上
の
結
果
は
、
二
か
国
の
相
対
的
な
差
異

を
記
述
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
は
い
え
、P

a
lm

a
 

R
a

tio
が
持
つ
一
面
、
さ
ら
に
は
上
位1

0
%

の
所
得
と
下

位4
0

%
の
所
得
倍
率
が
い
か
に
大
き
い
か
を
示
す
も
の

図-3 地域別所得(世帯月当たり：BDT)区分図 
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と
認
識
で
き
る
も
の
の
、
乾
い
た
数
値
分
析
の
域
を
出
な

い
。 

 

著
述
に
見
る
貧
困
の
実
態 

以
下
で
は
、『
石
井
光
太
：
絶
対
貧
困
、
光
文
社
、20

0
9

』

に
基
づ
く
。
特
に
南
ア
ジ
ア
（
イ
ン
ド
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
・
ネ
パ
ー
ル
な
ど
）
に
お
け
る
貧
困
の
実
態
を
引
用
す

る
。
そ
れ
ら
の
記
述
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
都

市
、
農
村
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
実
体
験
と
大
き
な
乖
離
は

な
い
と
実
感
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。 

ま
ず
、
ネ
パ
ー
ル
の
一
例
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
戦
争
時
二

〇
〇
三
年
、
国
連P

K
O

派
遣
軍
の
う
ち
米
軍
は
途
上
国

の
貧
民
を
リ
ク
ル
ー
ト
（
戦
闘
員
で
は
な
く
日
常
清
掃
、

雑
用
夫
、
警
備
と
し
て
、
自
国
か
ら
随
伴
し
た
ら
多
額
の

経
費
と
犠
牲
に
対
す
る
補
償
が
生
じ
る
）
し
た
。
以
下
は

ネ
パ
ー
ル
か
ら
の
リ
ク
ル
ー
ト
事
例
で
あ
る
。
ま
ず
応
募

者
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
に2

0
~

8
0

万
円
支
払
う
、
そ
の
金
額
は

彼
の
家
族
や
親
族
な
ど
か
ら
辛
う
じ
て
用
立
て
た
膨
大
な

金
額
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
よ
う
。
そ
の
後
、

応
募
者
は
イ
ン
ド
へ
移
動
、
さ
ら
に
ヨ
ル
ダ
ン
へ
移
動
、

そ
こ
で
戦
場
か
ら
の
役
務
の
募
集
・
空
き
待
ち
に
応
じ
、

契
約
派
遣
（
約
二
年
間
）
業
務
に
従
事
す
る
。
そ
し
て
そ

の
間
に
得
た4

0
0

~
5

0
0

万
円
の
収
入
の
多
く
を
自
国
へ

送
金
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
戦
争
当
初
、
イ
ラ
ク
で

一
二
人
の
ネ
パ
ー
ル
人
が
殺
害
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ネ
パ

ー
ル
国
内
で
は
米
大
使
館
襲
撃
、
国
内
の
反
米
運
動
が
勃

発
し
た
。
米
軍
に
と
っ
て
は
安
い
出
費
が
ネ
パ
ー
ル
人
に

と
っ
て
は
そ
れ
こ
そ
命
を
か
け
た
一
攫
千
金
の
就
業
機
会

で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。
こ
う
し
た
暴
動
に
加
え
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
民
間
人
の
人
質
拉
致
が
生
じ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
連

P
K

O

派
遣
軍
の
撤
退
へ
と
飛
び
火
し
た
。
中
東
に
は
一
〇

〇
万
人
を
超
え
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
出
稼
ぎ
者
が
い
る
と
い

う
現
実
に
対
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
対
応
が
そ
う
さ
せ

た
の
で
あ
る
。 

次
は
都
市
ス
ラ
ム
の
生
活
実
態
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

都
市
域
ス
ラ
ム
は
、
危
険
な
場
所
（
川
べ
り
、
土
手
、
鉄

道
沿
い
）
、
不
潔
な
場
所
（
ゴ
ミ
集
積
所
、
下
水
の
溜
ま
る

場
所
な
ど
）
、
目
立
た
な
い
場
所
（
隔
離
さ
れ
た
居
住
区
、

人
け
の
な
い
街
角
）
な
ど
に
立
地
す
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
で
は
水
路
沿
い
の
高
床
式
ス
ラ
ム
が
多
い
。
床
下
に
は

7



汚
物
が
集
積
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
洪
水
時
に
掃
流
さ
れ
る
。 

ス
ラ
ム
は
、
同
じ
身
分
・
職
業
集
団
、
宗
教
・
民
族
・

出
身
地
別
な
ど
で
単
位
空
間
が
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
複

合
し
つ
つ
社
会
化
し
て
行
く
。
つ
ま
り
店
や
組
織
が
で
き

る
、
住
民
の
間
に
雇
用
関
係
が
生
じ
る
、
家
や
土
地
の
貸

し
借
り
な
ど
、
一
定
の
秩
序
を
有
す
る
社
会
化
が
起
き
て

く
る
。
店
で
い
え
ば
、
ま
ず
八
百
屋
・
肉
屋
・
雑
貨
屋
が
、

そ
し
て
茶
店
・
酒
場
・
賭
博
場
、
さ
ら
に
小
さ
な
ビ
ジ
ネ

ス
（
リ
キ
シ
ャ
オ
ー
ナ
ー
）・
売
春
な
ど
雑
多
な
生
業
が
生

じ
て
く
る
。 

ス
ラ
ム
の
食
餌
は
、
安
価
を
理
由
に
残
飯
や
腐
敗
し
た

も
の
、
ネ
ズ
ミ
・
昆
虫
な
ど
も
食
さ
れ
る
、
そ
れ
ら
は
衛

生
上
の
懸
念
か
ら
、
油
・
火
を
通
し
て
食
さ
れ
る
。
偏
食

（
野
菜
な
ど
は
ビ
タ
ミ
ン
剤
で
補
給
）
は
免
れ
ず
、
不
定

期
な
、
あ
る
い
は
仕
事
待
ち
の
状
態
は
、
栄
養
失
調
と
い

う
反
面
、
肥
満
・
糖
尿
病
の
多
発
と
い
う
一
見
矛
盾
し
た

健
康
状
態
を
生
起
さ
せ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
遊
び
の
要
素
の

少
な
い
狭
い
空
間
で
家
族
計
画
は
望
め
な
い
場
合
が
多
く
、

子
供
は
早
熟
し
、
レ
イ
プ
な
ど
は
後
を
絶
た
な
い
。
衛
生

状
態
で
は
、
下
痢
症
・
赤
痢
・
腸
チ
フ
ス
（
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
で
は
マ
ラ
リ
ア
は
少
な
い
が
）
な
ど
の
感
染
症
が
多

発
し
、
免
疫
力
の
少
な
い
小
児
や
、
産
婦
の
死
亡
は
免
れ

な
い
。
幼
児
の
死
因
は
、
日
本
で
は
事
故
死→

奇
形→

悪

性
新
生
物→

心
疾
患→

肺
炎
の
順
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
、
感
染
症
（
肺
炎→

下
痢
性
疾
患→

マ
ラ
リ
ア

→
H
IV
→

麻
疹
）
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
伝
統
的
な

呪
術
師
（
伝
統
的
薬
売
り
や
マ
フ
ィ
ア
）
が
、
無
償
で
多

く
の
病
・
死
を
み
と
る
、
と
い
う
行
為
は
特
筆
さ
れ
よ
う
。 

ス
ラ
ム
の
職
業
は
表
向
き
は
、
リ
キ
シ
ャp

u
lle

r

・
オ

ー
ト
リ
キ
シ
ャd

riv
e
r

、
廃
品
回
収
、
日
雇
い
労
務
・
家

政
婦
な
ど
雑
多
に
わ
た
る
。
廃
品
回
収
の
場
合
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
紙
屑2

0

円
／K

g

、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

4
0

円
／K

g

、
鉄
ク
ズ8

0

円
／K

g

な
ど
で
取
り
引
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
、
水
面
下
で
は
、
麻
薬
、
武
器
、
臓
器
、

人
身
売
買
、
密
造
酒
、
闇
市
、
賭
博
、
闇
両
替
、
売
春
な

ど
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
ま
た
、
職
業
に
は
多
く
の
仲

介
業
者
が
介
在
す
る
た
め
、
仲
介
費
を
と
ら
れ
る
。
そ
れ

は
日
本
の
元
請
・
下
請
け
・
孫
請
け
の
連
鎖
と
変
わ
ら
な

い
構
造
を
有
し
て
い
る
と
い
う
。 

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
主
産
業
は
、
農
村
部
で
の
農
業
、
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都
市
部
で
は
縫
製
業
（R

M
G

；R
e
a

d
y

 M
a

d
e
 G

a
r
m

e
n

t

）
、

そ
し
て
海
外
出
稼
ぎ
（A

b
r
o
a

d

）
で
あ
る
。
縫
製
業
は
外

貨
の7

5
%

を
産
出
し
、
そ
の
多
く
は
比
較
的
若
い
男
女
の

労
働
力
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
住
ま
い
は

ス
ラ
ム
の
場
合
が
多
い
。
貧
民
がA

b
r
o
a

d

を
指
向
す
る

こ
と
は
、
先
述
し
た
ネ
パ
ー
ル
の
リ
ク
ル
ー
ト
事
例
同
様
、

極
め
て
リ
ス
ク
の
高
い
選
択
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て

お
く
。
往
々
に
し
て
非
合
法
ル
ー
ト
（
マ
フ
ィ
ア
）
が
介

在
し
、
そ
れ
こ
そ
自
身
の
そ
し
て
親
族
の
破
滅
に
つ
な
が

る
場
合
も
あ
る
。 

街
路
に
は
路
上
生
活
者
が
多
い
。
彼
ら
は
必
ず
コ
ロ
ニ

ー
を
成
す
（
性
別
、
類
縁
、
少
年
団
な
ど
に
応
じ
た
）
と

い
う
。
そ
し
て
路
上
生
活
者
の
天
敵
は
、
季
節
（
モ
ン
ス

ー
ン
前
の
熱
波
、
冬
季
の
寒
冷
、
洪
水
な
ど
）
と
警
察

（S
p

e
e
d

 m
o
n

e
y

）
で
あ
り
、
法
律
と
は
無
縁
の
暮
ら
し

を
し
て
い
る
／
せ
ざ
る
を
得
な
い
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。

ダ
ッ
カ
の
路
上
生
活
者
は
、
私
の
十
年
以
上
の
見
聞
の
中

で
一
向
に
変
化
は
な
い
。
彼
ら
の
生
業
は
、
物
売
り
（
タ

バ
コ
、
新
聞
、
お
菓
子
、
宝
く
じ
、
花
、
麻
薬
）・
物
乞
い

（
コ
ジ
キ
）
な
ど
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
物
売
り

の
、
物
乞
い
の
儲
け
の
循
環
が
あ
る
。 

物
乞
い
に
は
階
層
が
あ
り
、
赤
子
、
老
人
、
赤
子
＋
婦

人
、
婦
人
、
青
年
、
成
人
男
性
の
順
に
獲
得
額
の
序
列
と

な
る
そ
う
だ
。
傷
害
（
ハ
ン
セ
ン
氏
病
、
象
皮
病
、
四
肢

切
断
、
全
盲
）
は
同
情
を
買
い
や
す
く
、
特
に
赤
子
の
貸

出
し
（
病
院
な
ど
か
ら
誘
拐
す
る
）
は
よ
り
多
く
の
喜
捨

を
得
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
物
乞
い
の
日
当
た
り
の
収

入
は
、
貧
し
い
ク
ラ
ス
で0

~
1

0
0

円
、
一
般
的
に

1
0

0
~

5
0

0

円
、
豊
か
な
ク
ラ
ス
で5

0
0

~
2

0
0

0

円
／
日
（
イ

ン
ド
：
ム
ン
バ
イ
の
事
例
）
な
ど
の
数
値
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
日
雇
い
肉
体
労
働4

0
0

~
8

0
0

円
、
公

務
員1

0
0

0
~

2
0

0
0

円
で
あ
る
。 

路
上
生
活
者
の
う
ち
、
所
謂S

tre
e
t C

h
ild

re
n

は
、

両
親
の
死
、
家
出
な
ど
を
契
機
と
す
る
。S

tre
e
t 

C
h

ild
re

n

の
瀕
す
る
危
険
は
、
シ
ン
ナ
ー
吸
入
そ
し
て
廃

人
へ
、
暴
力
・
強
姦
そ
し
て
エ
イ
ズ
へ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
障
害
や
社
会
的
不
適
合
、
特
に
テ
ロ
組
織
へ
の
加

入
（IS

に
報
告
さ
れ
る
少
年
兵
の
怖
さ
は
、
か
つ
て
の
先

の
戦
争
中
の
日
本
の
少
年
兵
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ

る
）
な
ど
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
路
上
生
活
者
の
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写
真
に
は
一
四
～
二
五
歳
く
ら
い
の
若
い
女
性
は
見
当
た

ら
な
い
場
合
が
多
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
そ
れ
は
売
春

に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
、
そ
こ
に
は
斡
旋
、
仲

介
、
ダ
マ
シ
な
ど
多
く
の
仲
介
業
者
が
絡
ん
で
い
る
よ
う

だ
。 同

著
者
は
、
『
物
乞
う
仏
陀
、
文
藝
春
秋
、2

0
0

5

』
の

中
で
、
ス
ラ
ム
で
乞
食
を
組
織
し
、
暴
利
を
む
さ
ぼ
る
マ

フ
ィ
ア
の
ボ
ス
に
面
会
し
た
体
験
を
述
べ
て
い
る
。
イ
ン

ド
・
ム
ン
バ
イ
で
の
体
験
で
あ
る
。「
な
ぜ
そ
う
す
る
の
か
」

と
い
う
著
者
の
問
い
に
対
し
、
そ
の
マ
フ
ィ
ア
の
答
え
は

「
私
が
そ
う
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
」
で
あ
っ
た
。 

『
大
平
健
：
貧
困
の
精
神
病
理
、
岩
波
書
店
、1

9
8

6

』

の
記
述
の
中
で
、「
貧
乏
人
が
犯
罪
を
行
う
の
は
当
然
な
の

で
す
。
彼
ら
は
生
き
る
た
め
に
も
社
会
に
復
讐
す
る
た
め

に
も
そ
う
す
る
権
利
が
あ
る
の
で
す
。
金
持
ち
た
ち
が
民

衆
の
発
展
を
阻
害
し
、
国
を
駄
目
に
し
て
い
る
の
で
す
。

連
中
は
隠
れ
た
と
こ
ろ
で
盗
み
を
働
い
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
盗
人
だ
ら
け
の
国
の
弱
肉
強
食
の
社
会
で
大
し
た
金

も
権
力
も
縁
故
も
な
い
が
ゆ
え
に
自
分
た
ち
が
損
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。 

歴
史
的
な
経
過
と
し
て
、
殊
に
農
耕
社
会
（B

C
8

0
0

0

年
～1
7

5
0

年
）
は
権
力
の
格
差
、
階
層
化
を
招
く
魅
惑
的

な
誘
因
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
端
的
に
い
え
ば

食
物
の
貯
蔵
と
い
う
余
剰
財
の
不
平
等
な
配
分
、
そ
れ
が

権
力
構
造
へ
と
繋
が
る
構
図
で
あ
る
、
と
い
う
指
摘
で
あ

る
『D

a
v

id
 C

h
ris

tia
n

：T
h

is
 F

le
e
in

g
 W

o
rld

（
渡
辺

政
隆
訳
：
ビ
ッ
グ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
入
門
、W

A
V

E

出
版
、

2
0

1
5

）
』
。 

明
治
初
期
、
福
沢
諭
吉
は
そ
の
『
文
明
論
之
概
略
』
で
、

富
裕
の
基
は
、
正
直
・
勤
勉
・
倹
約
に
在
る
、
と
い
う
ウ

ェ
ー
ラ
ン
ド
の
経
済
論
『W

a
y

la
n

d
, F

.

：T
h

e
 E

le
m

e
n

ts
 

o
f P

o
litica

l E
co

n
o
m

y,1
8

3
7

』
を
引
用
し
た
。
と
す
れ

ば
貧
困
の
基
は
、
そ
れ
ら
の
対
表
現
と
な
る
不
実
・
怠
惰
・

浪
費
に
対
置
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。 

 ２
．
な
ぜ
貧
困
が
生
ず
る
の
か
？ 

『R
o
b

e
r
t C

 A
lle

n

：G
lo

b
a

l E
co

n
o
m

ic
 H

is
to

ry
; 

(
ロ
バ
ー
ト
・
ア
レ
ン; 

な
ぜ
豊
か
な
国
と
貧
し
い
国
が
生

ま
れ
た
の
か)

、N
T

T

出
版
、2

0
1

2

』
に
よ
れ
ば
、
世
界

的
に
眺
め
た
場
合1

8
0

0

年
代
か
ら
格
差
が
生
じ
た
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（G
r
e
a

t d
iv

e
r
g

e
n

c
e

；
大
い
な
る
分
岐)

と
指
摘
し
て
い

る
。
欧
米
の
隆
盛
に
対
す
る
イ
ン
ド
・
中
国
の
弱
体
化
、

そ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の
乗
り
遅
れ
で

あ
っ
た
。 

一
五
世
紀
末
に
始
ま
っ
た
大
航
海
時
代
（
ス
ペ
イ
ン
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
が
先
導
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
フ

ラ
ン
ス
・
そ
の
他
西
欧
諸
国
の
市
場
拡
大
に
拍
車
を
か
け
、

そ
の
後
の
交
通
・
通
信
手
段
（
船
の
大
型
化
・
高
速
化
、

運
河
の
開
削
（
ス
エ
ズ
、
パ
ナ
マ
）
、
鉄
路
、
通
信
、
車
、

飛
行
機
、
コ
ン
テ
ナ
船
、
電
話
、
高
速
道
路
、In

te
r-n

e
t

）

の
技
術
刷
新
は
、
さ
ら
な
る
市
場
拡
大
と
取
引
コ
ス
ト
の

低
減
な
ど
競
争
の
激
化
は
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

一
八
世
紀
、
イ
ギ
リ
ス
に
発
す
る
産
業
革
命
は
、
工
業

化
と
製
品
の
市
場
確
保
・
拡
大
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
周

辺
の
西
欧
諸
国
を
巻
き
込
み
、
彼
ら
は
工
業
化
の
標
準
モ

デ
ル
を
制
度
化
し
施
行
し
た
。
ま
ず
は
内
国
関
税
の
廃
止
、

イ
ン
フ
ラ
建
設
に
よ
る
国
内
市
場
の
統
一
、
発
展
途
上
の

産
業
保
護
の
た
め
の
対
外
関
税
の
創
設
、
通
貨
の
安
定
と

銀
行
に
よ
る
資
金
提
供
、
そ
し
て
労
働
者
の
教
育
育
成
な

ど
で
あ
る
。 

イ
ン
ド
は
一
七
世
紀
は
綿
製
品
の
輸
出
国
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
ダ
ッ
カ
・
モ
ス
リ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
高
度
に
緻
密

な
高
級
綿
製
品
で
あ
る
。
往
時
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
持
ち

込
ん
だ
商
品
は
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
の
毛
織
物
く
ら
い
で
あ

り
、
亜
熱
帯
国
で
売
れ
る
は
ず
は
な
い
。
そ
の
う
え
、
長

期
航
海
の
必
需
品
で
あ
っ
た
香
辛
料
な
ど
の
輸
入
品
は
、

イ
ン
ド
へ
の
大
量
の
銀
の
流
出
を
生
ん
だ
。
そ
れ
が
産
業

革
命
後
、
イ
ン
ド
は
原
料
輸
出
国
に
転
落
し
た
。
イ
ギ
リ

ス
は
軍
の
保
護
の
も
と
で
鉄
道
建
設
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
整

備
（
第
一
次
大
戦
ま
で
に6

万k
m

の
敷
設
に
及
ん
だ
と

い
う
）
に
力
を
注
い
だ
。
そ
し
て
関
わ
る
生
産
品
は
イ
ギ

リ
ス
の
企
業
に
独
占
さ
せ
た
。
つ
ま
り
イ
ン
ド
国
内
の
外

部
経
済
（
他
の
補
完
的
企
業
の
生
産
性
を
高
め
る
）
を
生

ま
せ
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
古
来
の
ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
制
（
支

配
階
級
）
の
保
護
継
承
、
本
国
の
制
度
を
模
し
た
新
た
な

る
支
配
階
級
た
るIC

S

（In
d

ia
n

 C
iv

il S
u

rv
ice

／

S
e
r
v

a
n

t

）
の
育
成
と
懐
柔
政
策
、
巧
み
な
宗
教
間
、
部

族
文
化
間
を
操
る
分
割
統
治
を
図
っ
た
。 

イ
ン
ド
同
様
、
西
欧
諸
国
の
介
入
し
た
ア
フ
リ
カ
の
事

情
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
で
悪
名
高
い
奴
隷
売
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買
は1

5
2

6

年
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
始
め
と
さ
れ
て
い
る
（
ち

な
み
に1

8
0

8

年
英
国
で
は
奴
隷
売
買
禁
止
令
発
布
）
。
そ

れ
ま
で
、
ア
フ
リ
カ
の
サ
バ
ン
ナ
で
は
移
動
農
業
が
主
で

あ
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
端
を
発
す
る
植
民
政
策
は
、
近

代
国
家
の
態
を
な
さ
な
い
部
族
の
集
合
体
に
対
し
、
武
力

を
背
景
に
、
教
育
、
土
地
所
有
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に

白
人
植
民
優
先
、
現
地
人
は
労
働
力
徴
用
と
い
う
形
態
を

と
っ
た
。
元
来
、
西
欧
諸
国
の
嗜
好
し
た
産
物
は
パ
ー
ム

油
、
コ
コ
ア
、
鉱
物
資
源
な
ど
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
後
の

石
油
に
よ
る
代
替
品
の
開
発
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
衰
退
、
そ
し
て
宗
主
国
の
優
先

部
族
と
他
の
部
族
間
の
分
割
統
治
は
、
紛
争
を
今
に
継
続

さ
せ
て
い
る
。 

一
方
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
ソ
ビ
エ
ト
な
ど
は
、
近

代
国
家
形
成
後
、
ま
ず
自
国
の
農
業
基
盤
の
整
備
（
農
業

技
術
は
工
業
化
を
要
す
る
こ
と
に
留
意
）
、
そ
し
て
余
剰
を

工
業
化
へ
、
さ
ら
に
技
術
水
準
の
適
応
的
な
選
択
（
中
間

技
術
；
例
え
ば
日
本
の
紡
績
動
力
を
人
力
に
な
ど
の
選
択

オ
プ
シ
ョ
ン
）
、
あ
る
い
は
交
代
労
働
制
に
よ
る
資
本
回
収

率
の
増
加
な
ど
独
自
の
刷
新
を
図
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ

コ
ノ
ミ
ク
ス
に
適
応
し
て
き
た
。
な
お
、
日
本
に
お
け
る

明
治
維
新
以
降
の
発
展
は
、
江
戸
期
中
期
す
な
わ
ち
英
国

の
産
業
革
命
（in

d
u

s
tria

l re
v

o
lu

tio
n

）
時
、
農
作
物

の
増
産
や
副
業
た
る
織
物
の
品
質
向
上
な
ど
勤
勉
革
命

（in
d

u
s
trio

u
s
 re

v
o
lu

s
io

n

）
が
同
時
期
に
進
行
し
て
い

た
と
い
う
指
摘
も
そ
の
背
景
を
成
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

『
速
水
融
：
歴
史
人
口
学
で
見
た
日
本
、
文
藝
新
書
、

2
0

0
1

』
。 

次
は
、『
大
塚
啓
二
郎
：
な
ぜ
貧
し
い
国
は
な
く
な
ら
な

い
の
か
、
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、2

0
1

4

』
の
要
点
を
ま

と
め
て
み
よ
う
。
世
界
銀
行
は
、1

.2
5

U
S

$

／
人
・
日
以

下
を
貧
困
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（2

0
1

0

）
と
し
て
掲
示
し
た
。

そ
し
て
貧
困
比
率
は
、
一
般
に
農
業
、
工
業
、
サ
ー
ビ
ス

産
業
の
順
に
低
下
す
る
、
す
な
わ
ち
労
働
報
酬
（
所
得
）

は
農
業
、
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
順
に
高
い
と
い
う
事

実
を
指
摘
し
て
い
る
。
農
村
の
貧
困
は
、
そ
も
そ
も
生
産

物
の
付
加
価
値
が
小
さ
い
う
え
に
、
耕
作
面
積
が
少
な
い
、

教
育
水
準
が
低
い
、
非
農
業
の
就
業
機
会
が
少
な
い
、
脆

弱
な
イ
ン
フ
ラ
、
収
穫
の
不
安
定
、
市
場
流
通
が
小
さ
い
、

な
ど
に
起
因
す
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
村
地
域
で
の
世

12



帯
あ
た
り
の
耕
作
面
積
は0

.5

エ
ー
カ
ー
に
満
た
な
い
実

態
が
あ
り
、
米
の
三
期
作
が
可
能
と
は
い
え
、
サ
イ
ク
ロ

ン
、
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ー
の
襲
来
な
ど
、
洪
水
や
そ
れ
に

伴
うE

ro
s
io

n
（
河
川
沿
岸
侵
食
）・
高
潮
な
ど
に
対
し
て

無
防
備
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
ま
た
、

小
規
模
で
労
働
集
約
的
な
農
業
生
産
は
、
農
繁
期
が
限
ら

れ
る
た
め
労
働
生
産
性
の
低
下
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ

の
結
果
、
余
剰
労
働
力
は
都
市
へ
の
移
動
し
、
都
市
と
農

村
の
格
差
を
助
長
し
、
さ
ら
に
農
業
の
衰
退
傾
向
は
食
料

自
給
率
の
低
下
に
反
映
し
、
食
料
価
格
の
上
昇
に
つ
な
が

る
。
農
村
部
の
貧
民
は
食
料
へ
の
支
出
が
高
く
な
り
、
一

層
の
貧
民
の
困
窮
へ
と
至
る
。 

1
9

6
0

年
代
に
始
ま
っ
た
緑
の
革
命
は
、
農
業
生
産
性
を

高
め
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
に
大
き
く

貢
献
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
増
大
す
る
人
口
増
加
は
都

市
域
へ
の
安
い
労
働
力
の
移
動
を
促
し
、
労
働
集
約
的
な

産
業
で
あ
るR

M
G

（R
e
a

d
y

 M
a

d
e
 G

a
r
m

e
n

t

）
の
躍

進
を
生
ん
だ
の
は
す
で
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
資
本
集
約
的
産
業
と
し
て
の
重
化
学

工
業
や
、
知
的
集
約
型
産
業
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ

の
展
開
に
は
、
資
本
の
ス
ト
ッ
ク
（
人
的
、
物
的
、
イ
ン

フ
ラ
、
社
会
福
祉
、
知
的
な
ど
）
と
有
効
な
運
用
（S

ca
m

s

の
弊
害
）
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
蓄
積
に
は
資
金
と
時
間

を
要
す
る
と
と
も
に
、
強
力
な
政
治
主
導
が
欠
か
せ
な
い

と
し
て
い
る
。 

以
上
は
、
国
際
的
な
視
野
か
ら
歴
史
的
な
経
緯
の
中
で

捉
え
た
相
対
的
な
国
家
間
の
比
較
を
も
と
に
し
た
叙
述
で

あ
る
。
生
産
性
向
上
の
た
め
の
労
働
集
約
的
・
資
本
集
約

的
・
知
的
集
約
的
な
制
度
へ
の
、
そ
し
て
市
場
確
保
・
拡

大
へ
の
政
治
的
介
入
の
成
否
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。 

以
下
は
、
国
際
的
に
み
て
富
裕
な
国
の
一
つ
と
さ
れ
る

日
本
に
お
け
る
貧
困
の
実
態
の
一
端
で
あ
る
。 

ま
ず
『
西
川
潤
：
貧
困
；
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
トN

O
.7

3
0

、

岩
波
書
店
、2

0
0

8

』
で
は
、
日
本
に
お
け
るN

e
e
t

（N
o
t 

in
 E

d
u

ca
tio

n
, E

m
p

lo
y

m
e
n

t a
n

d
 T

ra
n

in
g

）
の
実
在

に
つ
い
て
、1

6

～3
8

歳
の
人
口3

5
0

0

万
人
（2

0
0

8

）
の

う
ち
約1

0
0

万
人
と
さ
れ
る
現
実
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
日

常
生
活
に
悩
み
や
不
安
（
自
分
や
家
族
の
健
康
、
老
後
の

生
活
設
計
）
を
感
じ
て
い
る
国
民
の
割
合
が6

8

％
で
あ
る

こ
と
、
社
会
的
弱
者
／
老
老
介
護
／
限
界
集
落
／
自
殺
／

13



臨
時
雇
用
な
ど
の
現
実
が
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
経
済
発

展
の
構
造
は
、
農
業
基
盤
か
ら
余
剰
人
口
が
都
市
へ
安
価

な
労
働
力
と
し
て
流
出
し
、
国
策
と
し
て
の
輸
出
産
業
の

拡
大
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
技
術
刷
新
と
伴
う
輸
出
競

争
力
を
強
化
し
、
中
間
所
得
層
を
増
や
す
こ
と
で
政
治

的
・
経
済
的
安
定
を
保
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、N

e
e
t

に
見

ら
れ
る
、
貧
富
の
格
差
社
会
を
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
現
実

に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。 

そ
し
て
『
湯
浅
誠
：
反
貧
困
、
岩
波
新
書
、2

0
0

8

』
で

は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
と
し
て
の
生
活
保
護
制
度

す
ら
機
能
し
て
い
な
い
、
そ
し
て
貧
困
者
の
自
殺
に
至
る

五
重
の
排
除
と
し
て
、
教
育
課
程
、
企
業
福
祉
、
家
族
福

祉
、
公
的
福
祉
、
そ
し
て
自
分
自
身
か
ら
の
排
除
を
指
摘

し
て
い
る
。
教
育
機
会
は
雇
用
機
会
と
密
に
関
連
す
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
排
除
は
雇
用
の
要
件
と

し
て
の
必
要
な
所
得
、
各
種
保
障
の
通
過
を
意
味
す
る
。

そ
し
て
家
族
福
祉
、
公
的
福
祉
の
排
除
は
、
身
内
か
ら
の

公
的
な
援
助
か
ら
の
通
過
で
あ
る
。
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
（
社
会
生
活
安
全
網
）
と
い
う
視
点
で

見
れ
ば
、
雇
用
ネ
ッ
ト
、
社
会
保
険
ネ
ッ
ト
、
私
的
・
公

的
扶
助
ネ
ッ
ト
か
ら
の
漏
出
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は

自
己
責
任
の
範
疇
に
あ
る
と
い
う
見
解
に
対
し
、
排
除
に

至
る
選
択
の
余
地
の
な
い
実
態
、
ま
た
選
択
を
さ
せ
な
い

名
ば
か
り
の
福
祉
の
実
態
を
指
摘
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
貧
富
の
格
差
や
地
域
の
格
差
、
そ
し
て

2
0

1
1

.3
.1

1

に
生
起
し
た
東
日
本
大
震
災
に
表
象
さ
れ
る

災
害
か
ら
の
貧
困
、
福
祉
の
実
態
な
ど
を
上
記
の
西
川
潤

は
“
富
め
る
国
の
貧
困
”
と
し
て
強
調
し
て
い
る
。 

 ３
．
貧
困
と
人
権 

以
下
で
は
貧
困
を
、
人
権
の
視
点
か
ら
、
そ
し
て
生
存

が
人
権
の
条
件
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
生
物
行
動
学
的
に
捉

え
た
生
存
、
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
文
献
か
ら
引
用
し
よ

う
。 貧

困
と
人
権 

貧
困
は
衣
食
住
医
薬
の
い
ず
れ
か
が
欠
け
た
状
態
で
あ

る
。
そ
れ
ら
は
相
互
に
関
連
を
持
ち
、
生
存
を
脅
か
す
要

因
で
あ
る
。
そ
し
て
生
存
は
基
本
的
人
権
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
貧
困
は
基
本
的
人
権
の
損
な

わ
れ
た
状
態
と
定
義
で
き
る
。
以
下
で
は
、
基
本
的
人
権
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と
し
て
宣
言
さ
れ
た
主
な
憲
法
・
宣
言
・
憲
章
な
ど
を
ま

ず
列
記
す
る
。 

日
本
国
憲
法
（1

9
4

6

）
第2

5

条
「
す
べ
て
の
国
民
は

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す

る
。
国
は
す
べ
て
の
生
活
部
門
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、

社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」 

医
師
法
（1

9
4

8

）
第
一
条
；
「
医
師
は
、
医
療
及
び
保

険
指
導
を
掌
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
衆
衛
生
の
向
上
お
よ
び

増
進
に
寄
与
し
、
も
っ
て
国
民
の
健
康
な
生
活
を
確
保
す

る
も
の
と
す
る
。
」 

世
界
人
権
宣
言
（1

9
4

8

）「
す
べ
て
の
人
は
、
衣
食
住
、

医
療
お
よ
び
必
要
な
社
会
的
施
設
等
に
よ
り
、
自
己
お
よ

び
家
族
の
健
康
お
よ
び
福
祉
に
十
分
な
生
活
水
準
を
保
持

す
る
権
利
、
並
び
に
失
業
、
疾
室
、
心
身
障
害
、
配
偶
者

の
死
亡
、
老
齢
そ
の
他
の
不
可
抗
力
に
よ
る
生
活
不
能
の

場
合
は
保
障
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
（
第2

5

条1

） 

W
H

O

憲
章
（1

9
4

8

）
；A

 h
e
a

lth
y

 m
in

d
 in

 a
 

h
e
a

lth
y

 b
o
d

y

；
「H

e
a

lth
 is

 a
 s

ta
te

 o
f c

o
m

p
le

te
 

p
h

y
s
ica

l, m
e
n

ta
l a

n
d

 s
o
cia

l w
e
ll-b

e
in

g
 a

n
d

 n
o
t 

m
e
re

ly
 th

e
 a

b
s
e
n

ce
 o

f d
is

e
a

s
e
 o

r
 in

firm
ity. T

h
e
 

e
n

jo
y

m
e
n

t o
f th

e
 h

ig
h

e
s
t a

tta
in

a
b

le
 s

ta
n

d
a

rd
 o

f 

h
e
a

lth
 is

 o
n

e
 o

f th
e
 fu

n
d

a
m

e
n

ta
l rig

h
ts

 o
f e

v
e
r
y

 

h
u

m
a

n
 b

e
in

g
 w

ith
o
u

t d
is

tin
c
tio

n
 o

f ra
ce

, 

p
o
litica

l b
e
lie

f, e
co

n
o
m

ic o
r
 s

o
cia

l co
n

d
itio

n
.

」 

ウ
ィ
ン
ス
ロ
ー
（C

.E
.A

. W
in

s
lo

w
; W

H
O

）
に
よ
る

人
間
の
安
全
保
障
と
し
て
の
公
衆
衛
生
の
定
義
（1

9
4

9

）

「P
u

b
lic

 h
e
a

lth
 is

 th
e
 s

cie
n

ce
 a

n
d

 a
r
t o

f 

p
re

v
e
n

tin
g

 d
is

e
a

s
e
, p

ro
lo

n
g

in
g

 life
 a

n
d

 

p
ro

m
o
tin

g
 p

h
y

s
ic

a
l a

n
d

 m
e
n

ta
l h

e
a

lth
 a

n
d

 

e
fficie

n
cy

 th
ro

u
g

h
 o

rg
a

n
iz

e
d

 co
m

m
u

n
ity

 e
ffo

rts
 

fo
r
 th

e
 s

a
n

ita
tio

n
 o

f th
e
 e

n
v

iro
n

m
e
n

t, th
e
 

co
n

tr
o
l o

f co
m

m
u

n
ity

 in
fe

c
tio

n
s
, th

e
 e

d
u

ca
tio

n
 

o
f th

e
 in

d
iv

id
u

a
l in

 th
e
 p

rin
cip

a
l o

f p
e
rs

o
n

a
l 

h
y

g
ie

n
e
, th

e
 o

r
g

a
n

iz
a

tio
n

 o
f m

e
d

ic
a

l a
n

d
 

n
u

rs
in

g
 s

e
r
v

ice
 fo

r
 th

e
 e

a
rly

 d
ia

g
n

o
s
is

 a
n

d
 

tre
a

tm
e
n

t o
f d

is
e
a

s
e
, a

n
d

 th
e
 d

e
v

e
lo

p
m

e
n

t o
f 

th
e
 s

o
cia

l m
a

ch
in

e
ry

 w
h

ich
 w

ill e
n

s
u

re
 to

 e
v

e
r
y

 

in
d

iv
id

u
a

l in
 th

e
 co

m
m

u
n

ity
 a

 s
ta

n
d

a
rd

 o
f 

liv
in

g
 a

d
e
q

u
a

te
 fo

r
 th

e
 m

a
in

te
n

a
n

ce
 o

f h
e
a

lth
.

」 
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国
際
人
権
規
約
（1

9
7

6

発
効
）；「
此
の
規
約
の
締
結
国

は
、
自
己
及
び
そ
の
家
族
の
た
め
に
相
当
の
食
糧
、
衣
類
、

お
よ
び
住
居
を
内
容
と
す
る
相
当
な
生
活
水
準
に
つ
い
て

の
並
び
に
生
活
条
件
の
不
断
な
改
善
に
つ
い
て
の
す
べ
て

の
者
の
権
利
を
認
め
る
」
（
第1

1

条1

） 

こ
う
し
た
規
約
、
憲
章
、
宣
言
は
、
そ
の
後
、

M
ille

n
n

iu
m

 D
e
v

e
lo

p
m

e
n

t G
o
a

ls

（M
D

G
s

：2
0

0
0

～2
0

1
5

）
やS

u
s
ta

in
a

b
le

 D
e
v

e
lo

p
m

e
n

t G
o
a

ls

（S
D

G
s

：2
0

1
5

～2
0

3
0

）
のA

ctio
n

-P
la

n

と
し
て
受

け
継
が
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
の
目
標
は

「
貧
困
の
是
正
＝
生
存
の
保
障
」
な
の
で
あ
る
。 

 

人
権
と
生
存
（
安
全
保
障
） 

第
二
次
大
戦
後
、
国
連
の
活
動
が
生
存
・
生
活
権
を
強

調
す
る
理
由
は
、
宗
主
国
か
ら
の
民
族
国
家
の
独
立
、
難

民
の
去
来
と
収
容
な
ど
を
通
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
明
瞭
に

あ
っ
た
人
種
間
・
民
族
間
・
部
族
間
の
差
別
と
搾
取
、
そ

の
結
果
生
ず
る
果
て
し
な
い
闘
争
を
是
正
す
る
方
策
を
模

索
す
る
、
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
の
必
然
的
な
潮

流
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
法
の
下
で
の
平
等
と
独
立
、

個
人
の
尊
厳
を
遵
守
す
る
、
と
い
う
民
主
主
義
の
掲
げ
る

理
念
を
受
容
し
な
い
、
否
定
す
る
人
々
は
い
る
だ
ろ
う

か
？ 以

下
に
は
、U

N
H

C
R

（U
n

ite
d

 N
a

tio
n

s
 H

ig
h

 

C
o
m

m
is

s
io

n
e
r fo

r R
e
fu

g
e
e
s

）
で
あ
っ
た
緒
方
貞
子

の
言
動
に
基
づ
く
人
間
の
価
値
、
難
民
支
援
な
ど
人
間
の

安
全
保
障
に
言
及
す
る
『
野
林
健
・
納
家
政
嗣
：
緒
方
貞

子
回
顧
録
、
岩
波
書
店
、2

0
1

5

』
。 

人
間
の
安
全
保
障
と
い
う
概
念
は
、「
国
連
；
人
間
の
安

全
保
障
委
員
会
（2

0
0

1

）
」
に
お
い
て
、
議
長
を
務
め
た

緒
方
貞
子
が
、A

m
a

rty
a

 S
e
n

(

当
時
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
学
長
当
時)

等
と
と
も
に
提
言
し

た
も
の
で
あ
る
。
難
民
支
援
・
保
護
は
、「
人
間
を
大
事
に

す
る
と
い
う
価
値
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
の
命
を
助
け
る
こ

と
、
す
な
わ
ち
人
間
の
安
全
保
障
を
意
味
し
、
生
き
て
さ

え
い
れ
ば
彼
ら
に
は
次
の
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
の
で
す

か
ら
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
難
民
問
題
を
解
決
す
る

の
は
政
治
に
し
か
で
き
な
い
、
人
道
支
援
は
政
治
が
解
決

を
求
め
て
動
い
て
く
れ
な
い
と
機
能
し
な
い
、
政
治
の
強

い
意
志
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
る
、
と
強
調
し
て
い
る
。
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同
時
にA

m
a

r
ty

a
 S

e
n

 

の
主
張
はC

a
p

a
b

ility

と
い
う

概
念
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
生
き
方
を
選
択
で
き
る
幅
、
そ

の
自
由
の
幅
が
人
間
のC

a
p

a
b

ility

で
あ
る
と
い
う
。
貧

困
は
自
由
が
奪
わ
れ
て
い
る
、
脅
か
さ
れ
て
い
る
状
態

（b
e
in

g

）
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
教
育
な
ど
で
人
の

能
力
を
高
め
、
政
治
や
社
会
の
制
度
を
変
え
て
能
力
を
制

約
し
て
い
る
も
の
か
ら
解
放
す
る
こ
と
（d

o
in

g

）
が
発

展
、
開
発
に
つ
な
が
る
。
従
来
の
開
発
論
は
経
済
発
展
、

拡
大
に
主
眼
を
置
い
た
上
昇
傾
向
が
強
い
（
一
人
あ
た
り

のG
D

P

主
義
な
ど
）
が
、
一
方
で
人
間
の
安
全
保
障
は
、

人
間
が
不
意
に
危
機
に
陥
っ
て
崖
っ
ぷ
ち
に
立
た
さ
れ
る

リ
ス
ク
に
目
を
向
け
、
そ
の
克
服
を
目
指
す
考
え
で
あ
る
。

人
間
の
安
全
保
障
は
具
体
的
に
ど
の
自
由
が
重
要
で
、
社

会
が
そ
の
う
ち
ど
れ
を
承
認
し
、
保
護
し
、
促
進
す
る
か

に
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
緒
方
は
こ
れ
を
哲
学

的
と
評
し
て
は
い
る
が
。 

そ
し
て
、
人
間
の
安
全
保
障
に
対
す
る
二
つ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
提
言
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
保
護P

r
o

te
c
tio

n

、

開
発
・
能
力E

m
p

o
w

e
rm

e
n

t

向
上
の
視
点
で
あ
る
。
そ

の
対
象
は
、
食
糧
、
健
康
、
環
境
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
政

治
的
安
全
保
障
な
ど
人
間
の
生
存
に
関
わ
る
要
素
に
関
し

て
、
で
あ
る
。 

コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン
はF

r
e
e
d

o
m

 fr
o
m

 fe
a

r

（
恐
怖
・

脅
威
）
とF

r
e
e
d

o
m

 fro
m

 w
a

n
t

を
主
張
し
て
い
る
。

前
者
は
政
治
的
・
倫
理
的
で
あ
り
、
後
者
は
経
済
的
・
社

会
的
・
物
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
。
こ
れ
ら
主
張
の
根

源
・
根
拠
・
プ
リ
ン
シ
パ
ル
は
、
生
存
、
生
活
の
保
障
、

す
な
わ
ち
個
の
尊
厳
で
あ
り
、
次
の
四
つ
の
提
言
に
帰
結

す
る
。
そ
れ
ら
は
、「
自
由
と
尊
厳
」
、「
貧
困
と
絶
望
か
ら

の
解
放
」
、
「
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
の
自
由
」
、
「
人
間
の
潜
在

力
を
生
か
す
平
等
な
権
利
」
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
こ
う
し
た
提
言
に
基
づ
く
保
護
す
る
責
任

R
e
s
p

o
n

s
ib

ility
 o

f p
ro

te
c
t

は
だ
れ
に
依
存
す
る
の
か
、

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
私
た
ち

共
有
の
責
任
で
あ
り
、
私
が
負
え
な
か
っ
た
ら
、
私
た
ち

が
負
う
、
私
た
ち
が
負
え
な
か
っ
た
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
負
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
負
え
な
か
っ
た
ら
国
が
負
う
、

国
が
負
え
な
か
っ
た
ら
国
際
社
会
が
負
う
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
人
間
の
安
全
保
障
は
、
人
々
の
自
発
性
（
利
他

性
）
に
基
づ
く
も
の
で
、
国
際
社
会
の
役
割
も
、
政
府
の
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行
動
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」

「
民
族
浄
化
」「
人
道
に
対
す
る
罪
」
と
い
う
よ
う
な
特
定

の
深
刻
な
人
道
危
機
へ
の
武
力
行
使
を
伴
う
強
制
介
入
と

は
異
な
る
も
の
と
し
て
区
別
し
て
い
る
。 

そ
し
て
緒
方
は
、
人
間
の
安
全
保
障
を
原
則
と
し
て
、

「
異
な
る
存
在
へ
の
好
奇
心
、
よ
り
広
が
り
の
あ
る
視
野

を
持
と
う
と
す
る
好
奇
心
、
尊
敬
・
畏
敬
、
異
な
る
存
在

を
受
容
す
る
寛
容
、
対
話
を
重
ね
、
自
ら
を
省
み
る
柔
軟

性
、
氾
濫
す
る
情
報
を
よ
り
わ
け
る
判
断
力
、
つ
ま
り
多

様
性
を
涵
養
し
て
い
く
こ
と
、
多
様
性
に
対
す
る
感
性
を

養
う
こ
と
、
そ
う
し
た
力
の
総
体
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。
よ
り
平
易
な
言
い
方
を
す
れ

ば
、「
ま
ず
実
態
を
見
る
・
知
る
。
次
に
必
要
な
こ
と
は
何

か
を
考
え
る
。
こ
の
時
、
法
や
制
度
以
前
に
人
間
を
大
事

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
耐
え
ら
れ
な
い
状
況
に
人
間

を
放
置
し
て
い
る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
（
こ

れ
が
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
て
も
）
。
そ
し
て
自
分
に

何
が
で
き
る
の
か
。
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。 

 

生
存
；
生
物
行
動
学
的
視
点
か
ら 

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ド
ー
キ
ン
ス
は
『R

ich
a

rd
 D

a
w

k
in

s

：

T
h

e
 S

e
lfis

h
 G

e
n

e
(

日
高
敏
隆
・
岸
由
二
・
羽
田
節
子
・

垂
水
雄
二
訳
：
利
己
的
な
遺
伝
子
）
、
紀
伊
国
屋
書
店
、

1
9

9
1

』
の
中
で
、
我
々
は
、
遺
伝
子
の
生
存
機
械
（s

u
r
v

iv
a

l 

m
a

ch
in

e

）
な
の
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
遺
伝
子
は
、
バ

ク
テ
リ
ア
か
ら
人
類
に
至
る
ま
で
、
基
本
的
に
同
一
種
類

の
分
子D

N
A

で
あ
る
。
遺
伝
子
は
種
の
形
質
を
作
り
上

げ
る
こ
と
を
支
配
し
て
お
り
、
一
方
通
行
で
あ
り
、
い
か

な
る
獲
得
形
質
（
後
天
的
に
得
た
知
識
、
能
力
な
ど
）
も

遺
伝
し
な
い
。
生
存
機
械
は
何
十
万
個
の
遺
伝
子
を
含
ん

だ
一
つ
の
乗
り
物v

e
h

icle

な
の
で
あ
る
。 

と
し
な
が
ら
も
、「
遺
伝
子
機
械
と
し
て
の
我
々
は
三
世

代
も
過
ぎ
れ
ば
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
、
し
か
し
、
文
化

的
伝
達
は
蓄
積
さ
れ
て
い
く
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
ダ
ビ
ン
チ
、

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、

彼
ら
の
ミ
ー
ム
複
合
体
（M

e
m

e

；
社
会
的
文
化
的
伝
達

の
単
位
）
は
健
在
で
あ
る
。
純
粋
で
私
欲
の
な
い
本
当
の

利
他
能
力
が
人
間
の
も
う
一
つ
の
独
自
な
性
質
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。
タ
カ
派
の
攻
撃
的
な
独
善
行
為
よ
り
も
ハ
ト
派
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の
協
働
行
為
は
長
期
的
な
利
益
に
つ
な
が
る
、
こ
の
地
上

で
、
唯
一
、
人
間
だ
け
が
利
己
的
な
遺
伝
子
た
ち
の
専
制

支
配
に
反
逆
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
ド
ー
キ
ン
ス
の

本
音
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

一
方
、
『M

a
r
c
 B

e
k

o
ff : T

h
e
 E

m
o
tin

a
l L

iv
e
s
 o

f 

A
n

im
a

ls

（2
0

0
7

）
（
高
橋
洋
訳
：
動
物
た
ち
の
心
の
科

学
）
、
青
土
社
、2

0
1

4

』
で
は
、「
適
者
生
存
は
、
進
化
の

第
一
要
因
と
は
み
な
さ
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
確
か
に

動
物
は
、
人
間
は
争
い
あ
う
が
、
社
会
的
行
動
の
中
心
に

あ
る
の
は
協
力
で
あ
り
、
こ
の
事
実
だ
け
で
も
協
力
は
生

存
の
鍵
に
な
り
う
る
。
協
力
は
す
で
に
確
立
さ
れ
安
定
し

て
維
持
さ
れ
て
い
る
、
行
動
の
社
会
的
基
準
、
す
な
わ
ち

道
徳
基
準
に
依
存
す
る
。
こ
れ
こ
そ
進
化
の
理
論
の
出
発

点
、
そ
し
て
動
物
の
生
活
に
関
す
る
議
論
の
基
盤
と
な
る

べ
き
見
方
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
も
、
行
動
生
物
学
、

分
子
生
物
学
に
根
差
し
た
、
人
々
の
自
発
性
（
利
他
性
）

を
肯
定
す
る
論
拠
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

以
上
に
述
べ
た
内
容
を
要
約
す
れ
ば
、
生
存
は
基
本
的

人
権
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
。
そ
の
背
景
に
は
、
法
の

下
で
の
平
等
と
独
立
、
個
人
の
尊
厳
を
遵
守
す
る
、
と
い

う
民
主
主
義
の
理
念
の
共
有
が
あ
る
こ
と
。
行
動
生
物
学
、

分
子
生
物
学
の
見
方
か
ら
は
、
社
会
的
行
動
の
中
心
に
あ

る
の
は
協
力
で
あ
り
、
行
動
の
社
会
的
基
準
（
道
徳
基
準
）

に
依
存
す
る
、
そ
れ
は
人
々
の
持
つ
自
発
性
（
利
他
性
）

を
肯
定
す
る
論
拠
と
な
る
。 

以
下
は
、
日
本
国
憲
法
前
文
の
一
部
を
引
用
し
た
も
の

で
あ
る
。「
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
ひ
と
し
く
恐
怖

と
欠
乏
か
ら
免
れ
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
い
ず
れ
の
国
家
も
自
国
の
こ
と
の

み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ

て
、
政
治
道
徳
の
法
則
は
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の

法
則
に
従
う
こ
と
は
自
国
の
主
権
を
維
持
し
、
他
国
と
の

対
等
関
係
に
立
と
う
と
す
る
各
国
の
責
務
で
あ
る
と
信
ず

る
。
」『
日
本
国
憲
法
；
前
文1

9
4

6

』
。
こ
の
表
記
の
国
民
、

自
国
、
他
国
に
そ
れ
ぞ
れ
人
々
、
自
己
、
他
人
を
当
て
は

め
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。 

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
履
行
に
は
責
任
と
義
務
が
伴
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
以
下
は
『
福
田
歓
一
：
近
代

民
主
主
義
と
そ
の
展
望
、
岩
波
新
書
、1

9
7

7

第1

刷
、

2
0

0
6

第2
7

刷
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
「
民
主
主
義
は
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そ
れ
が
ど
ん
な
に
立
派
に
制
度
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
人
間
が
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
と

い
う
こ
と
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
民
主
主
義
は
ま
さ
に
民
主
主
義
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
そ
も
そ
も
そ
れ
が
制
度
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
社
会
を
つ
く
っ
て
い
る
一
人
一
人
の
人
間
の
資
質
を

厳
し
く
問
い
、
一
人
一
人
の
人
間
に
対
し
て
、
公
共
の
た

め
に
大
き
な
貢
献
と
負
担
と
を
要
求
す
る
、
そ
う
い
う
体

制
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
の
民
主
主
義
に
根
本

的
な
一
つ
の
特
徴
、
ほ
か
に
求
め
が
た
い
長
所
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
の
み
が
、
人
間
の
政
治
生
活
を
営
む
う
え

に
、
人
間
の
尊
厳
と
両
立
す
る
と
い
う
一
点
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
忘
れ
て
民
主
主
義
を
論
ず
る
こ
と
は
、
す
べ

て
無
意
味
な
こ
と
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
」 

 ４
．
ど
う
す
れ
ば
貧
困
は
無
く
な
る
か
？ 

先
掲
し
た
『
西
川
潤
：
貧
困
、
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

N
O

.7
3

0

、
岩
波
書
店
、2

0
0

8

』
で
は
、
途
上
国
援
助
協

力
の
一
環
と
し
て
の
円
借
款
は
、
企
業
の
対
外
投
資
、
企

業
進
出
の
地
な
ら
し
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
援

助
に
よ
る
利
益
を
促
進
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
と
し
て
次

の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
。 

援
助
に
よ
っ
て
資
金
の
多
く
は
消
費
文
化
と
結
び
つ
き
、

途
上
国
内
で
の
階
級
格
差
を
拡
大
、
新
た
な
貧
困
感
を
作

り
出
す
こ
と
（
ス
リ
ラ
ン
カ
；
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
局
へ
の
投

資
は
現
地
の
上
中
層
に
は
満
足
感
を
与
え
た
が
貧
困
層
に

は
恩
恵
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
；
ア
マ
ゾ
ン
の
開

発
で
は
木
材
、
ヤ
シ
油
、
大
豆
な
ど
の
先
進
国
の
消
費
の

た
め
の
投
資
は
、
そ
れ
ま
で
の
狩
猟
生
活
者
か
ら
日
雇
労

務
者
へ
の
変
貌
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
よ
り
貧
困
な
状
況
を

生
み
出
し
て
い
る
こ
と
な
ど
）
。 

ま
た
、
援
助
に
寄
生
的
な
経
済
状
態
を
つ
く
る
こ
と
で

自
立
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
。
著
者
は
具
体
的
に
は
示
し
て

い
な
い
が
、
寄
生
的
な
状
態
に
は
、
当
該
国
に
お
け
る
寄

生
の
連
鎖
、
す
な
わ
ち
搾
取
し
た
寄
生
に
寄
生
す
る
、
と

い
う
寄
生
の
連
鎖
も
十
分
に
推
察
で
き
る
。 

そ
し
て
、
不
平
等
な
経
済
関
係
（
途
上
国
の
輸
出
原
料

は
国
際
市
場
で
の
価
格
販
路
は
不
安
定
⇔
先
進
国
製
品
は

国
内
コ
ス
ト
の
上
昇
を
反
映
し
て
価
格
が
上
昇
す
る
）
を

生
み
出
す
こ
と
。 
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な
ど
を
指
摘
し
、
経
済
自
立
技
術
の
移
転
（
魚
を
や
る
よ

り
釣
り
方
を
教
え
る
、
物
を
与
え
る
よ
り
作
り
方
を
教
え

る
、
そ
し
て
援
助
と
住
民
組
織
化
な
ど
）
、
援
助
を
戦
略
や

経
済
的
利
益
の
用
具
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
お
互
い
の

可
能
性
を
拡
大
す
る
、
利
他
行
為
が
自
分
を
も
豊
か
に
す

る
、
す
な
わ
ち
ま
ず
は
、
受
入
れ
国
の
開
発
に
力
を
注
ぐ

こ
と
で
あ
り
、
自
国
の
国
益
を
優
先
さ
せ
な
い
よ
う
配
慮

す
べ
き
で
あ
る
（O

D
A

大
綱
勧
告2

0
0

8

）
こ
と
を
指
摘

し
た
。
こ
う
し
た
事
例
は
『
ス
ー
ザ
ン
・
ジ
ョ
ー
ジ
：
な

ぜ
世
界
の
半
分
は
餓
え
る
の
か
、
朝
日
新
聞
社
、1

9
8

4

』

な
ど
の
中
で
も
多
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
。 

そ
し
て
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
、
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム

が
内
包
す
る
貧
困
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
らE

m
p

o
w

e
rm

e
n

t

メ

カ
ニ
ズ
ム
へ
の
転
換
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
は
支
配
の

論
理
か
ら
自
治
の
論
理
へ
の
転
換
で
あ
る
。
支
配
と
は
力

（
物
、
金
、
情
報
な
ど
）
を
原
理
と
し
た
価
値
の
押
し
つ

け
行
為
で
あ
り
、
分
割
統
治
は
そ
の
象
徴
的
な
手
法
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
支
配
は
目
的
的
な
力
の
行
使
を
認
め
る
階

層
構
造
を
持
ち
、
目
的
的
な
分
業
を
生
じ
さ
せ
、
分
業
は

格
差
を
生
じ
さ
せ
、
格
差
は
差
別
と
偏
見
に
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
支
配
シ
ス
テ
ム
を
強
固
に
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、

自
治
の
論
理
に
は
互
い
の
共
感
や
利
他
理
念
、
そ
れ
は
平

等
・
公
正
・
人
権
な
ど
を
原
理
と
し
た
協
業
を
志
向
す
る
。

著
者
は
支
配
、
自
治
の
構
造
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

る
。 支

配
の
サ
イ
ク
ル
と
は
、【
支
配d

o
m

in
a

tio
n

】→

【
分

業d
iv

is
io

n
 o

f la
b

o
r

】→

【
格
差g

a
p

s

】→

【
区
別

d
is

tin
ctio

n

】→

【
差
別d

is
crim

in
a

tio
n

】→

【
偏
見

p
re

ju
d

ice

】→

【
支
配d

o
m

in
a

tio
n

】
の
サ
イ
ク
ル
で

あ
る
。 

一
方
、
自
治
の
サ
イ
ク
ル
と
は
、
【
自
治a

u
to

n
o
m

y

】

→

【
協
業co

o
p

e
ra

tio
n

】→

【
公
正co

m
m

o
n

 w
e
a

lth

】

→

【
バ
リ
ア
フ
リ
ー
】→

【
平
等w

e
 a

ll

】→

【
人
権h

u
m

a
n

 

rig
h

t

／
ア
ヒ
ン
サ(

非
暴
力
；
愛)

】→

【
自
治a

u
to

n
o
m

y

】

の
サ
イ
ク
ル
へ
、
を
希
求
す
る
。 

さ
ら
に
、『
山
形
辰
史
：
貧
困
削
減
戦
略
再
考
、
岩
波
書

店
、2

0
0

8

』
で
は
、M

F

（
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）

の
効
用
に
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
資
金
を
得
る
こ
と
は

一
つ
の
人
権
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
特
に
貧
困
層
、
女

性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
。
こ
の
時
、
相
互
信
頼
に
基
づ

21



き
担
保
主
義
（
法
的
強
制
）
は
と
ら
な
い
、
自
己
雇
用
構

造
の
拡
大
を
指
向
す
る
グ
ル
ー
プ
（
五
人
；
連
帯
責
任
）
、

訪
問
方
式
、
な
ど
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
そ
の
有
効
性
と

し
て
、
近
所
の
仲
の
良
さ
、
初
回
の
融
資
返
済
は
次
の
融

資
に
つ
な
げ
る
、
同
時
に
複
数
の
借
入
可
能
、
週
・
半
月

払
い
（
き
め
こ
ま
か
い
資
金
管
理
）
、
貯
蓄
（
強
制
・
自
由
）

あ
り
、
生
活
基
盤
整
備
に
重
点
を
置
い
た
投
資
に
重
き
を

置
く
。M

F

はM
u

h
a

m
m

a
d

 Y
u

n
u

s

が
提
唱
し
た
も
の

で
あ
る
。
氏
のM

F

に
込
め
た
意
思
、
信
条
は
氏
の
最
新

の
著
書
（
後
出
）『M

u
h

a
m

m
a

d
 Y

u
n

u
s

：T
o
 In

 A
 w

o
r
ld

 

o
f th

re
e
 z

e
ro

s
,2

0
1

7

』
の
中
で
改
め
て
触
れ
る
こ
と
に

す
る
。 

『P
a

u
l P

o
la

k

：O
u

t o
f P

o
v

e
r
ty

、
（
東
方
雅
美
訳
：

世
界
一
大
き
な
問
題
の
シ
ン
プ
ル
な
解
き
方
）
、
英
治
出
版
、

2
0

1
1

』
で
は
、
ま
ず
貧
困
の
構
造
・
連
関
（
制
度
・
イ
ン

フ
ラ
・
教
育
・
衛
生
・
健
康
・
栄
養
等
）
を
分
析
し
、
総

合
的
な
取
り
組
み
を
提
案
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。

ま
た
、
寄
付
行
為
、
国
家
や
大
企
業
の
投
資
な
ど
が
貧
困

を
救
済
す
る
の
は
う
そ
で
あ
り
、
制
度
的
賄
賂
、
地
域
の

ご
都
合
主
義
、
不
正
な
資
金
流
用
な
ど
の
現
実
は
か
え
っ

て
貧
困
を
素
通
り
し
、
貧
困
を
増
長
す
る
。
二
国
・
多
国

間
援
助
が
う
ま
く
い
か
な
い
わ
け
や
、
先
進
国
の
拠
出
す

る
巨
大
資
金
が
ど
う
配
分
さ
れ
る
の
か
、
を
考
え
れ
ば
明

ら
か
で
あ
ろ
う
、
と
従
来
行
わ
れ
て
き
た
枠
組
み
か
ら
の

現
実
的
な
脱
却
を
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
言
及
は
前
掲
『
西

川
潤
：
貧
困
』
で
の
指
摘
と
重
な
る
。 

著
者
は
、
農
村
地
域
を
対
象
に
、
一
エ
ー
カ
ー

（4
0

4
7

m
2

）
の
農
場
営
農
の
貧
困
を
い
か
に
脱
却
す
る
か

に
つ
い
て
、
ど
う
し
た
ら
所
得
が
向
上
す
る
か
と
い
う
リ

ア
リ
ズ
ム
の
視
点
に
立
つ
。
そ
の
た
め
、
最
も
効
果
の
あ

る
方
法
は
何
か
。
そ
れ
は
草
の
根
事
業
、
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
の
小
さ
な
事
業
に
新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
み
、
収
益

力
を
も
た
ら
す
こ
と
だ
。
こ
の
た
め
ま
ず
は
、
適
正
技
術

に
関
す
る
言
及
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
地
の
ニ
ー
ズ
、
材
料
、

文
化
、
環
境
、
人
な
ど
を
考
慮
し
た
う
え
で
の
最
善
（
次

善
の
）
の
技
術
を
目
指
す
こ
と
、
そ
の
結
果
、
現
地
の
人
々

の
収
入
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。
換

言
す
れ
ば
、
観
念
的
・
規
範
的
な
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
で

は
な
く
、
現
実
的
・
実
証
的
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
提
案
と
実
行
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
問
題
を
抱
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え
て
い
る
人
々
と
話
し
、
耳
を
傾
け
る
、
貧
困
問
題
の
現

実
を
あ
き
ら
め
な
い
と
い
う
問
題
へ
の
明
確
な
捉
え
方
、

向
き
会
い
方
を
宣
言
す
る
。
貧
し
い
農
家
の
人
々
は
一
エ

ー
カ
ー
の
農
場
か
ら
収
入
を
得
て
い
る
と
い
う
現
実
を
直

視
し
、
そ
の
た
め
高
付
加
価
値
、
労
働
集
約
的
営
農
が
わ

か
れ
ば
よ
り
収
入
は
増
え
る
。
利
益
の
出
る
安
価
な
装
置
、

種
子
、
肥
料
が
不
可
欠
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
貧
困
世
帯

を
顧
客
と
す
る
モ
デ
ル
を
つ
く
る
こ
と
を
第
一
優
先
と
す

る
。
そ
れ
ら
は
収
入
を
稼
ぎ
出
せ
る
道
具
や
手
法
で
あ
り
、

し
か
も
買
っ
た
人
が
遅
く
と
も
一
年
以
内
に
元
が
取
れ
る

よ
う
に
す
る
。
そ
れ
ら
は
わ
か
り
や
す
く
事
業
の
拡
大
の

可
能
性
を
持
つ
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。 

そ
し
て
最
近
出
版
さ
れ
た
『M

u
h

a
m

m
a

d
 Y

u
n

u
s

：

T
o
 In

 A
 w

o
rld

 o
f th

r
e
e
 z

e
ro

s
, T

h
e
 n

e
w

 e
co

n
o
m

ic
s
 

o
f z

e
ro

 p
o
v

e
r
ty, z

e
ro

 u
n

e
m

p
lo

y
m

e
n

t, a
n

d
 z

e
ro

 

n
e
t ca

r
b

o
n

 e
m

is
s
io

n
s
,2

0
1

7
 (

山
田
文
訳
；
三
つ
の
ゼ

ロ
の
世
界
－
貧
困
ゼ
ロ
・
失
業
ゼ
ロ
・C

O
2

排
出
ゼ
ロ
の

新
た
な
経
済
）
、
早
川
書
房
、2

0
1

8

』
の
主
張
を
要
約
し

て
お
こ
う
。
そ
れ
は
現
行
資
本
主
義
の
欠
陥
と
対
抗
経
済

と
し
て
のS

o
cia

l B
u

s
in

e
s
s

へ
の
方
向
性
を
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。 

彼
の
主
張
は
、
利
益
最
大
化
を
是
と
す
る
資
本
主
義
が

現
行
の
形
で
は
必
然
的
に
不
平
等
、
大
規
模
な
失
業
、
環

境
破
壊
に
つ
な
が
る
、
一
方
でS

o
cia

l B
u

s
in

e
s
s

の
目

的
は
、
貧
困
の
克
服
、
そ
し
て
人
々
を
脅
か
す
問
題
（
先

述
し
た
人
間
の
安
全
保
障
）
を
解
決
す
る
こ
と
で
あ
る
と

す
る
。 

そ
し
て
投
資
家
と
そ
れ
へ
の
配
当
を
保
障
す
る
現
行
資

本
主
義
に
基
づ
く
多
く
の
企
業
へ
の
雇
用
に
縛
ら
れ
な
い
、

貧
困
の
克
服
や
人
間
の
安
全
保
障
を
解
決
す
る
た
め
の
各

種S
o
cia

l B
u

s
in

e
s
s

の
起
業
、
そ
の
持
続
的
な
経
営
を

保
障
す
る
た
め
に
も
投
資
家
へ
の
配
当
の
廃
止
（
投
資
家

へ
の
サ
ー
ビ
ス
料
を
上
乗
せ
し
た
返
済
）
、
起
業
に
留
保
さ

れ
た
利
益
の
労
働
環
境
へ
の
投
資
拡
大
、
そ
し
て
新
た
な

起
業
へ
の
投
資
な
ど
、
し
い
て
は
働
く
喜
び
を
享
受
で
き

る
起
業
の
拡
大
を
意
図
し
て
い
る
。 

こ
の
主
張
の
根
底
に
は
、
人
間
が
強
力
な
創
造
力
と
し

て
の
利
他
主
義
（
自
利
主
義
と
同
じ
く
ら
い
）
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
信
念
と
も
い
う
べ
き
強
い

意
志
を
見
る
こ
と
で
き
よ
う
。 
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 ５
．
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
の
活
動
に
見
る
貧
困
対
策 

“
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
援
助
と
は
”
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
第
一
四
回
下
水
文
化
研
究
発
表
会
、20

1
7

．11
.1

8

）

で
は
、
『
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
安
全
な
水
の
確
保
、

衛
生
問
題
に
関
す
る
諸
活
動
』
を
と
お
し
た
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
援
助
と
は
何
か
？
そ
し
て
そ
の
筋
道
は
？
サ
バ
イ

バ
ル
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
へ
？
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
い

う
企
画
で
あ
っ
た
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
援
助
と
は
、
今
の

生
存
を
、
よ
り
将
来
の
見
え
る
生
存
に
寄
与
す
る
援
助
、

援
助
が
地
域
住
民
に
受
容
さ
れ
、
住
民
が
自
ら
が
選
択
・

施
行
す
る
よ
う
定
着
す
る
こ
と
、
と
言
い
換
え
て
も
良
い
。

以
下
に
ま
ず
、
四
人
の
講
演
者
の
演
題
と
要
旨
を
述
べ
よ

う
。 

 

講
演
１
．
川
原
一
之
“
「
シ
ャ
ム
タ
」
が
語
る
国
際
協
力

の
持
続
可
能
性
” 

ま
ず
は
、
日
本
で
考
え
た
「
現
地
に
適
し
た
技
術
」
と

現
地
の
住
民
が
「
喜
ん
で
受
け
入
れ
る
技
術
」
の
間
に
は

落
差
が
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
終
わ
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
に
実
践
し
た
砒

素
と
の
闘
い
を
継
続
す
る
努
力
を
せ
ず
、
日
本
人
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
再
開
を
期
待
す
る
村
人
の
姿
だ
っ
た
。「
行
政

機
関
も
地
域
社
会
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
だ
け
付
き
合
っ

て
、
終
わ
れ
ば
そ
の
事
業
を
忘
れ
て
い
く
」
。
そ
こ
で
地
方

行
政
（
ユ
ニ
オ
ン
）
に
よ
る
飲
料
水
サ
ー
ビ
ス
支
援
事
業

へ
と
進
展
を
見
せ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
つ
く
り
あ
げ
た
シ
ス
テ
ム
を
定
着
、
普
及
さ
せ
る
に
は
、

シ
ス
テ
ム
の
中
に
人
び
と
が
進
ん
で
動
か
し
て
い
く
何
ら

か
の
動
機
づ
け
を
仕
込
む
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
」
。
つ

ま
り
「
お
い
し
い
。
い
つ
ま
で
も
飲
み
つ
づ
け
た
い
」
と

欲
求
す
る
こ
と
を
根
底
に
置
い
て
、
は
じ
め
て
成
就
す
る

も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
「
将
来
に
わ
た
り
啓
発
活
動
を
継

続
し
て
、
砒
素
に
汚
染
さ
れ
た
水
を
飲
ま
な
い
よ
う
に
警

告
し
つ
づ
け
な
い
と
、
シ
ャ
ム
タ
村
が
砒
素
汚
染
か
ら
解

き
放
た
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
」
と
結
ん
で
い
る
。 

 

講
演
２
．
村
瀬
誠
“
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
飲
み

水
の
危
機
を
救
う
天
水
活
用
の
推
進
” 

隣
人
が
困
っ
て
い
れ
ば
お
互
い
助
け
合
う
と
い
う
の
が
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人
間
、
そ
れ
が
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
い
う

立
場
か
ら
、
飲
料
水
源
に
恵
ま
れ
な
い
沿
岸
域
農
漁
村
に

お
け
る
水
道
は
小
規
模
で
分
散
型
の
天
水
源
を
設
置
し
て

い
く
こ
と
こ
そ
が
持
続
可
能
か
つ
、
実
施
可
能
な
解
決
策

と
い
え
る
こ
と
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
人
材
育
成
を
伴
う
現

地
生
産
・
現
地
消
費
を
基
本
に
据
え
た
活
動
を
意
味
す
る
。

受
益
者
が
天
水
タ
ン
ク
設
置
の
意
義
を
よ
く
理
解
し
、
自

ら
進
ん
で
お
金
を
払
っ
て
手
に
入
れ
た
場
合
は
、
タ
ン
ク

は
大
切
に
扱
わ
れ
し
っ
か
り
と
管
理
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
需
要
者
の
理
解
と
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
い
か
に
育

む
か
、
そ
れ
が
天
水
利
用
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
へ
展

開
す
る
た
め
の
基
本
要
件
で
あ
る
、
と
の
主
張
で
あ
る
。 

 

講
演
３
．
高
橋
邦
夫
“
農
村
地
域
に
お
け
る
エ
コ
サ
ン
・

ト
イ
レ
の
普
及
活
動
” 

援
助
の
裨
益
者
た
る
住
民
が
主
体
と
な
ら
な
い
限
り
、

持
続
可
能
な
活
動
な
ど
覚
束
な
い
と
い
う
認
識
の
下
で
、

ま
ず
は
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
導
入
に
関
す
る
工
学
的
合
理

性
・
便
益
の
実
証
を
、
次
い
で
、
そ
れ
が
多
く
の
住
民
に

と
っ
て
の
選
好
に
適
う
こ
と
、
個
々
の
住
民
が
、
ま
た
集

合
体
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
便
益
を
顕
在
化
し
た
も

の
と
し
て
の
認
識
に
至
る
こ
と
の
道
筋
を
述
べ
た
。
そ
し

て
便
益
の
顕
在
化
と
は
要
す
る
に
目
の
前
に
あ
る
利
得

（
金
）
で
あ
れ
ば
よ
り
わ
か
り
易
い
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

ト
イ
レ
ユ
ー
ザ
ー
、
そ
れ
を
管
理
す
るC

B
O

、
さ
ら
に
乾

燥
肥
料
を
消
費
す
る
農
家
の
い
ず
れ
も
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
何
ら
か
の
顕
在
化
し
た
利
得
を
得
る
と
い
う
帰
結

を
必
要
十
分
条
件
と
し
て
主
張
し
て
い
る
。 

 

講
演
４
．
酒
井 

彰
“
都
市
ス
ラ
ム
住
民
へ
の
衛
生
に

関
す
る
啓
発
” 

社
会
関
係
資
本
が
脆
弱
な
ス
ラ
ム
地
区
で
，
十
分
な
社

会
的
準
備
を
行
わ
ず
に
、
バ
イ
オ
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

ト
イ
レ
改
造
工
事
に
着
手
し
て
し
ま
っ
た
例
を
取
り
上
げ
、

次
の
よ
う
な
議
論
の
展
開
を
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

モ
ノ
の
提
供
が
目
的
の
一
つ
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な

か
で
先
行
し
、
そ
の
後
で
自
立
的
管
理
を
担
う
た
め
に
啓

発
活
動
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
の
で
は
な
く
、
社
会
的

準
備
（
途
上
国
に
お
け
る
社
会
開
発
課
題
）
を
整
え
る
こ

と
を
、
投
資
を
必
要
と
す
る
介
入
の
条
件
と
し
て
い
く
と
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い
う
流
れ
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
モ
ノ

の
提
供
以
前
に
、
当
該
の
問
題
に
最
も
関
心
と
責
任
の
あ

る
人
が
中
心
と
な
っ
た
組
織
形
成
が
共
助
的
活
動
を
経
験

す
る
こ
と
、
共
助
活
動
を
積
極
的
に
担
っ
た
人
材
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
参
画
し
、
住
民
の
衛
生
行
動
の
変
容
を

促
す
と
と
も
に
、
衛
生
設
備
（
共
同
ト
イ
レ
や
共
同
利
用

設
備
）
の
管
理
に
携
わ
れ
ば
、
都
市
ス
ラ
ム
に
衛
生
的
な

生
活
環
境
が
定
着
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
と

結
ん
で
い
る
。 

 

以
上
、
様
々
な
目
的
と
機
能
を
持
つ
援
助
が
当
該
地
域

住
民
に
受
容
さ
れ
、
持
続
的
に
定
着
す
る
た
め
、「
援
助
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
の
住
民
へ
の
動
機
づ
け
」
、
「
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
と
ビ
ジ
ネ
ス
化
」
、
「
便
益
よ
り
も
目
に
見
え
る
利

得
に
結
び
付
く
方
策
」
、
「
モ
ノ
の
提
供
以
前
の
共
助
的
活

動
へ
の
支
援
」
な
ど
は
、
援
助
の
課
題
を
指
摘
し
た
も
の

で
あ
る
と
と
も
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
援
助
の
た
め
の
必

要
不
可
欠
な
体
系
の
部
分
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
援
助
の
た
め
の
必
要
不
可

欠
な
体
系
と
は
何
か
？
こ
こ
で
は
、
第
４
節
で
紹
介
し
た

“
ど
う
す
れ
ば
貧
困
は
無
く
な
る
か
？
”
な
ど
か
ら
展
望

で
き
る
道
筋
を
改
め
て
整
理
し
直
し
て
み
よ
う
。 

ま
ず
は
、
平
等
・
公
正
・
人
権
な
ど
を
理
念
と
し
た
協

業
へ
の
志
向
で
あ
る
（
前
記
文
中
で
援
助
、
支
援
、
活
動

な
ど
様
々
な
用
語
を
用
い
て
い
る
が
、
以
降
は
協
業
に
統

一
す
る
）
。
協
業
に
関
わ
る
人
間
・
組
織
同
士
は
互
い
に
共

感
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
い
う
実
感
と
信
念
で
あ
る
。

そ
し
て
、
互
い
に
共
感
を
持
つ
人
間
・
組
織
同
士
に
は
、

相
互
に
貢
献
が
要
求
さ
れ
、
責
務
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
従
来
、
体
験
的
な
事
実
を
含
め
て
、
支
援
（
貢
献
）

す
る
側
、
さ
れ
る
側
に
区
分
し
た
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た

場
合
が
多
い
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
双
方
向
的
な
貢
献
と

責
務
の
了
解
に
は
至
ら
ず
、
支
援
（
貢
献
）
す
る
側
の
一

方
向
的
な
動
機
づ
け
（
思
い
入
れ
と
い
っ
て
も
良
い
）
が

暗
黙
の
了
解
事
項
と
し
て
活
動
を
支
配
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
反
省
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
協
業
と
し
て
の

認
識
（
相
互
の
共
感
と
責
務
）
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。 

次
に
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
視
点
に
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
貧

困
を
い
か
に
脱
却
す
る
か
に
つ
い
て
、
ど
う
し
た
ら
生
活

環
境
、
所
得
が
向
上
す
る
か
、
そ
の
最
も
効
果
の
あ
る
方
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法
は
何
か
。
そ
れ
は
現
地
の
ニ
ー
ズ
、
材
料
、
文
化
、
風

習
、
人
的
資
源
な
ど
を
考
慮
し
た
う
え
で
の
最
善
（
次
善

を
含
め
て
も
良
い
だ
ろ
う
）
の
協
業
を
目
指
す
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
分
相
応
な
協
業
範
囲
に
十
分
に
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
制
度
を
整
え
る
こ
と
か
ら
始
め

る
な
ど
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
協
業
と
し
て
の
認
識
（
相
互

の
共
感
と
責
務
）
」
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
機
能
し
な
い
の

は
明
ら
か
で
あ
り
、
お
せ
っ
か
い
、
空
回
り
に
陥
り
か
ね

な
い
。
こ
れ
を
「
リ
ア
リ
ズ
ム
に
則
し
た
協
業
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。 

協
業
が
さ
ら
に
そ
の
持
続
的
な
生
業
を
保
障
す
る
た
め
、

留
保
さ
れ
た
利
益
（
価
値
）
の
投
資
（
普
及
）
拡
大
、
さ

ら
に
新
た
な
協
業
へ
の
投
資
（
普
及
）
な
ど
、
し
い
て
は

関
わ
る
こ
と
の
実
感
、
喜
び
を
享
受
で
き
る
協
業
の
拡
大

を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
利
益
（
価
値
）
、

投
資
（
普
及
）
を
「
協
業
と
し
て
の
認
識
（
相
互
の
共
感

と
責
務
）
」
の
枠
組
み
に
照
ら
し
、
深
め
る
と
と
も
に
更
新

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
を
「
協
業
の
持
続
性
」
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。 

「
協
業
と
し
て
の
認
識
（
相
互
の
共
感
と
責
務
）
」
、「
リ

ア
リ
ズ
ム
に
則
し
た
協
業
」
、
「
協
業
の
持
続
性
」
を
協
業

の
た
め
の
三
要
件
と
し
た
場
合
、
先
の
四
つ
の
講
演
内
容

を
整
理
し
た
も
の
が
次
表
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
協
業
と
し

て
の
認
識
（
相
互
の
共
感
と
責
務
）
」→

「
リ
ア
リ
ズ
ム
に

則
し
た
協
業
」→

「
協
業
の
持
続
性
」
は
サ
イ
ク
ル
（
ス

パ
イ
ラ
ル
）
を
持
っ
て
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
そ
れ
に
は
、「
協
業
と
し
て
の
認
識
（
相
互
の
共
感
と

責
務
）
」
へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
反
芻
と
更
新
の
繰
り
返
し
が
要
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。 

そ
し
て
、
四
つ
の
講
演
事
例
に
関
し
て
唯
一
の
共
通
事

項
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協
業
が
十
年
以
上
の
経
過
を
経
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
現
在
も

進
行
形
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
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協業としての認識
（相互の共感と責務）

リアリズムに則した協業 協業の持続性

援助の意味するところの
関連住民、機関への動機づけ

日本で考えた「現地に適した技
術」と現地の住民が「喜んで受け
入れる技術」の間の落差

住民が自ら進んで欲求する

隣人が困っていればお互い助け合
うというヒューマンスピリット

小規模で分散型の施設設置
オーナーシップの定着
ソーシャル・ビジネス化

援助の裨益者たる住民が主体とな
らない限り、持続可能な活動など
覚束ない

現地生産・現地消費
人財育成

かかわるステークホルダーが何ら
かの顕在化した利得を得る

モノの提供以前の共助的活動への
支援のステップ

導入施設の工学的合理性の実証
便益よりは目の前にある利得
（金）であればよりわかり易い

社会的準備（途上国における社会
開発課題）の共有

施設管理のためのCBOの形成と自主
的運用とフォローアップ

啓発活動の継続

 

協業のための体系 
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